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フクトコブシ稚貝に対する数種海藻の餌料効果
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週の前半（３日間）と後半（４日間）で餌を変え，十

分量を与えた。飼育密度は300個/ｍ２（底面積)，生贄

当たり75個体とし，へい死した場合は飼育密度の変化

を抑えるために随時ほぼ同じ大きさの個体を同数補充

した。測定は毎月１回，全個体の殻長と体重について

行った。平均殻長，平均体重，成長量の算出は，へい

死補充個体を除いて行った。なお，飼育水温は自記水

温計で１時間毎に測定した。

曰間成長量および曰間体重増加量は次式により求め，

月間殻長成長量（〃、）
曰間成長量ｃｕｍ）＝

月別飼育日数

月間体重増加量（ｍg）
日間体重増加量(ｍg）＝

月別飼育日数

日間成長率および日間体重増加率は次式により算出し

た。

曰間殻長成長量ｃｕｍ）

日間成長率(％）＝月別平均殻長(〃、）
×１００

月間体重増加量（ｍg）

日間体重増加率(％）＝月別平均体重（ｍg）
×１００

生テングサ，乾燥テングサ，リボンアオサ，乾燥コ

ンブについて水分，粗蛋白質，粗脂肪，粗繊維プ粗灰

分の含有量を分析した。なお，乾燥テングサおよび乾

燥コンブは海水に十分浸漬の上，分析に供した。分析

は(1M)曰本食品分析センターに依頼した。

飼育試験終了時に測定した供試貝の体重と殻長から

両者の関係式を求めた。同様に，八丈島・中之郷地先

で同時期（1995年６月）に採捕した天然貝（殻長範囲

20.92～84.88ｍｍ）の体重と殻長の関係式を求め，飼

近年，東京都栽培漁業センターにおいてフクトコブ

シの人工種苗生産が開始された。種苗の量的確保が容

易となった現在，海域への放流だけでなく，－歩進ん

で人工種苗を活用した養殖を考えていく必要がある。

本試験は投与する餌料海藻の違いによるフクトコブシ

種苗の成長効果を明らかにし，八丈島におけるフクト

コブシ養殖の基礎資料とすることを目的とした。

材料および方法

東京都栽培漁業センター産フクトコブシ種苗（1993

年採卵，平均殻長20.3ｍｍ，平均体重0.959）を東京都

水産試験場八丈分場に輸送し，テングサを投与しなが

ら43日間予備飼育した後，供試した。餌料海藻は八丈

島沿岸で採取した生テングサ（以下テングサと略す)，

リボンアオサ（以下アオサと略す)，乾燥テングサお

よび乾燥コンブ（岩手県産）とした。採取したテング

サの種類は殆どマクサである。試験区はテングサ，乾

燥テングサ，アオサのそれぞれ単独投与区，アオサと

テングサの交替投与区，乾燥コンブとテングサの交替

投与区の５種を各２区(Ａ・Ｂ区）ずつ合計10区とした。

飼育は1994年８月26曰～1995年６月１曰までの277

曰間行った。飼育容器はプラスチック製ネット（網目

１×１ｃｍ）で作った50×50×Ｈ60ｃｍの浮き生贄で，

底面に黒色エンビシェルターを置き付着基盤とした。

生贄は500×150×Ｈ40ｃｍの流水式ＦＲＰ水槽中に収容

した。飼育水は八丈島沿岸海水を砂濾過したもので，

注水量は毎分約26リットルとした。清掃は週２回行い，

投餌は餌料海藻単独投与区は週１回，交替投与区では
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(率）を表Ｚに，また同一餌料２区の測定値平均によ

る成長経過を図２および図３に示した。飼育終了時の

Ａ・Ｂ２区平均殻長（体重）はアオサ区で40.9ｍｍ

(10.419)，次いでアオサ／テングサ区が40.6ｍｍ

(10.329)，コンブ/テングサ区が39.2ｍｍ（8.879)，テ

ングサ区が36.8ｍｍ(7.379)，乾燥テングサ区は最も小

さく，28.6ｍｍ（3.079）であった。これを成長量で比

較すると（図3)，アオサ区16.6ｍｍ（8.869）とアオサ

/テングサ区16.6ｍｍ（8.809）が最も良く，次いで，

コンブ／テングサ区14.2ｍｍ（7.239)，テングサ区

12.3ｍｍ（5.769）で，乾燥テングサは，わずか３０ｍｍ

(1.259）であった。成長量がほぼ同じであったアオサ

区とアオサ/テングサ区を比較すると，飼育開始後３３

日目までは，前者の方が高い成長を示し，６２日目位か

ら後者が次第に追いつき，183日目以降ほぼ同じ成長

量となった。

殻長の日間成長率からみると，飼育期間平均ではア

オサ/テングサ区が0.186％と最も高く，次いでアオサ

区，コンブ/テングサ区，テングサ区で，乾燥テング

サ区は0.040％と最も低かった。この傾向は体重の曰

間成長率でも同様であった。また，飼育水温との関係

で，月別に成長率をみると，どの区でも平均水温20℃

以上である９～12月に高い値を示し，水温が低下した

育貝との比較を行った。

結果

飼育期間中の生残率は最低でも乾燥テングサＢ区，

アオサ/テングサＡ区の89.3％で，それ以外は90％以

上と全体的に高かった。飼育水槽の月別平均水温は図

１のとおりで，９月に27.0℃と最も高く，その後次第

に低下して２月に17.2℃と最も低くなり，以後再び上

昇して５月には205℃となった。飼育期間中の時間別

最高水温は29.5℃（10月)，最低水温は15.1℃（２月）

であった。

各区の殻長と体重の測定結果を表１に，曰間成長量
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図１飼育期間中の月別水温の変化

表１飼育期間中の殻長・体重と生存率 (平均値）
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図３殻長と体重の成長量の推移図２殻長と体重の月別変化

はアオサが0.2％であった他はいずれの餌料海藻でも

0.3％であった。粗繊維は，乾燥テングサが2.6％と最

も高く，次いで乾燥コンブが2.4％，テングサ2.1％，

アオサは0.3％と最も低かった。また，粗灰分は乾燥

コンブで9.1％と最も高く，次いで乾燥テングサで6.5

％，テングサで5.1％，アオサは5.0％と最も低かった。

以上のことから高い成長効果が見られたアオサは，他

の餌料海藻と比較すると，水分以外の成分はいずれも

少なく，特に粗蛋白質はテングサの１/2以下，粗繊維

は１/7以下であった。

1～３月で低く，水温が上昇する４月には再び回復す

る傾向がみられた。しかし，成長の鈍った冬期間でも，

乾燥テングサ区を除き，殻長で005％以上，体重で

0.33％以上の曰間成長率が得られた。

同一殻長における飼育貝と天然貝の個体重を比較検

討するために，成長が極めて悪い乾燥テングサ区を除

いた各区と，試験終了時に合わせ採捕した天然貝につ

いて，それぞれ殻長（SL）と体重（Ｗ）の関係式を

求めたところ，表３の結果を得た。これらの式から同

一殻長での体重を算出した結果を表４に示した。飼育

試験終了時の殻長に近い４０，４５，５０ｍｍで比較すると，

いずれの殻長でも，飼育個体の体重は天然貝を上回っ

た。特に，アオサ区とアオサ/テングサ区では，天然

貝の121～１３２倍にのぼった。

餌料海藻の分析結果を表５に示した。水分が最も多

いのはアオサで87.3％，次いでテングサ70.3％であっ

た。乾燥コンブと乾燥テングサは投餌する際と同様に

十分吸水させた状態でも水分は低く，それぞれ53.8％，

66.4％であった。粗蛋白質含有率は乾燥テングサ，テ

ングサでそれぞれ5.7％，5.1％と高く，乾燥コンブで

4.4％，アオサは24％で最低であった。粗脂肪含有率

考察

フクトコブシに対する海藻の餌料効果に関する研究

は，近縁種であるエゾアワビ1.2.3)やクロアワビ４．，)に

比べ，非常に少ない｡`)今回の結果では，リボンアオ

サ単独投与区およびリボンアオサ／テングサ交替投与

区が最も良い成長を示した。フクトコブシの栄養要求

に関する研究報告はこれまでになく，餌料中の蛋白質

要求量についても不明である。しかし，トコブシに近

縁のエゾアヮビではカゼインを蛋白源とした場合飼料

中の至適含有率は20～30％とされ,ｱ）クロアワビ仔貝
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(日間成長率％）表２日間成長量と日間成長率の月別変化

項目９月１０月１１月１２月１月２月３月４月５月平均試験区

３９．７４４．０１８．８１７．２２４．２

（0.120）（0128）（0.053）（0.048）（0.066）
２２．１１９．６１８．８24.0１０．３

（0.460）（0.360）（0.314）（0.362）（0.144）
５２．９４６．９１７．７２３．１３５．１

（0166）（0.140）（0.052）（0.066）（0.098）
１９．８２５．６１９．０22.0２４．８

（0.467）（0.518）（0.340）（0.355）（0356）

４１．８

（0.134）
２０．４

（0451）
４７．１

（0.157）
２１．２

（0.476）

Ａ殻長（ノリ、）２２．２７２．６７２．８７１．５

（0086）（0.267）（0.248）（0.227）

体重（ｍg）１２．３２４．９２５．３２８．８
（0.649）（1.011）（0.787）（0.717）

Ｂ殻長（〃、）３０．２51.1100.8６８．３

（0.126）（0.203）（0.367）（0.227）

体重（ｍg）７．５１９．１２８．４２５．６
（0.456）（0.940）（1.031）（0.722）

テングサ

Ａ殻長ＣＵｍ）３．０

（００１１）

体重（ｍg）０．２
（0.009）

乾燥テングサＢ殻長（ﾉｕｍ）１０．４
（0.042）

体重（ｍg）０．９
（0.055）

２．６４．１６．８

（0.009）（0.014）（0.023）
１．６2.0７．６

(10055）（0.068）（0.244）
１．３２．９１０．０

（0005）（0.011）（0.036）
１．４３．３６．０

（0053）（0.124）（0.215）

１０．１

（0.036）
４．８

（0.184）
１１．６

（００４４）

４．２

（0.184）

０．９３７．９２３．７８．７３．６

(0.003）（0.140）（0.085）（0031）（0.012）
８．４１３．９４．２２．９５．５

(0.411）（0.581）（0.158）（0.104）（0.188）
1７．８29.0２０．４６．９６．３

(0.070）（0.111）（0077）（0.025）（0.023）
９．４１３．２２．１２．５４．０

(0.521）（0.612）（0.090）（0.101）（0.155）

Ａ殻長（ノリ、）６９．３100.9７９．６５３．９６０．１３１．７３５．７３５．２４７．１

（0272）（0.359）（0.258）（0.164）（0.174）（0.088）（0.097）（0.092）（0.119）

体重（ｍg）２９．８３０．６３０．８２３．９３１．１２６．２２９．９３４．７３０７
（1.406）（1.000）（0775）（0.499）（0.550）（0.400）（0.406）（0.416）（0.328）

Ｂ殻長（ノリ、）７４．９119.2101.5６９．７５０．４41.0３２．５４５．５３５．４

（0.296）（0421）（0321）（0.204）（0.140）（0.109）（0.085）（0.115）（0.087）

体重（ｍg）３０．８３６．６３５．８３４．６３２．９３５．４２１．３４９．６３０．８
（1.548）（1.209）（0.872）（0.671）（0.531）（0.489）（0.264）（0.543）（0.296）

５７．２

（0.177）
２９．９

（0518）

６２．９

（0.192）
３４．１

（0.550）

アオサ

Ａ殻長（,〔ｚｍ）４０．５９９．８105.5７２．３５７．１４８．３３７．３２９．８４１．２

（0.164）（0.372）（0353）（0.222）（0.165）（0.134）（0.100）（0.078）（0.104）

体重（ｍg）２０．７２７．７３５．６29.0３４．１２８．１３８．６２７．８４０５
（1.093）（1.050）（0.991）（0.638）（0.615）（0.431）（0.516）（0.328）（0.423）

Ｂ殻長（｣(Z、）４５．５100.4104.3６６．５６５．７４８．９４７．８２８．０４８．２

（0.185）（0.374）（0.349）（0.205）（0.190）（0.135）（0.127）（0.072）（0.120）

体重（ｍg）２１．１２４２３７．４34.032.0２４．６４０．２３３．５４０．８
（1.163）（0.963）（LO86）（0.756）（0.580）（0.383）（0.547）（0.396）（0.422）

５８．６

（0.182）

３１．５

（0.532）
６１．５

（0.190）
３２．１

（0543）

アオサ／テングサ

Ａ殻長（/Ｕｍ）２７．２８５．４９７．９６８．０６９．０３７．２４２．６32.0２９．６５４０

（0.110）（0.323）（0.335）（0.215）（0.204）（0.105）（0.116）（0.085）（0.076）（0170）

体重（ｍg）１０．５２７．６３６．６２６．４２８．０２１．５３６．０２４．３２５．６２６．２
（0.591）（1.174）（1.106）（0.621）（0.549）（0366）（0.537）（0.319）（0.304）（0.501）

Ｂ殻長（,ｕｍ）２２．７８３９８２．６５５．４６１．５４２９４０．８１９．５２９．６４８．４

（0.087）（0.304）（0274）（0.172）（0.181）（0.120）（0.111）（0.052）（0.077）（0.150）

体重（ｍg）１３．６３０．４３６．１１７．９２７．７２４．１２９．１１８．８３５．１26.0
（0.719）（Ｌ187）（1.012）（0409）（0.544）（0.408）（0.436）（0.255）（0.424）（0.493）

コンブ/テングサ

ではホワイトフィッシュミールを蛋白源とした場合最

低蛋白質含有率は20％前後とされた｡8）今回の成長結

果から考えれば，リポンアオサの蛋白質含有率18.9％

はフクトコブシの蛋白質要求量をほぼ満たしていると

考えられ，エゾアワビ・クロアヮビの要求量とほぼ同

じ値であった。リポンアオサは八丈島では波浪が比較

的静穏な岩礁地帯の潮間帯にしか分布しない。一方，

フクトコブシの主たる生息水深ではアオサ類はほとん

ど繁茂しない場所であり，天然貝はアオサ類を摂餌す

る機会はほとんどないと考えられる。しかし，天然で

摂餌する機会がない餌料でも，飼育実験下では十分な

餌料効果を表わすことは，アワビ類でも報告例がある

｡，､10)今回用いた海藻のうち，リポンアオサは水分が

多く繊維が少ない。すなわち，柔らかいことが特徴で

ある。伊豆大島南部海域での殻長14.4ｍｍ以上のフク

トコブシ天然貝を対象とした冑内容調査結果では，紅
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表３飼育貝と天然貝の殻長一体重関係式 Ｗ:体重ＳＬ:殻長

試験区 標本数 殻長一体重関係式（相関係数）

アオサ区

テングサ区

アオサ/テングサ区

コンブ/テングサ区

天然貝中之郷産

１
２
８
０
７

４
４
３
４
６

１
１
１
１
１

ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

８
４
１
０
２

５
３
５
５
５

９
９
９
９
９

Ｏ
０
０
０
０

ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

く
く
く
く
く

６
０
７
６
３

６
９
７
３
３

９
７
８
９
２

７
２
５
１
７

２
２
３
３
３

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

×
×
×
×
×

４
４
４
４
５

０
０
０
０
０

１
１
１
１
１

×
×
×
×
×

７
３
４
０
０

７
８
７
２
２

６
０
３
８
８

１
３
２
１
４

Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ

表４ 飼育個体と天然貝の殻長別体重（９）の比較

殻長（ｍ、）
試験区

4０ 4５ 5０

Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

扣
西
巫
妬
伽

１
１
１
１
ｌ

く
く
く
く
く

13.5（1.26）

12.6（1.18）

13.5（1.26）

13.1（1.22）

10.7（100）

アオサ区

テングサ区

アオサ/テングサ区

コンブ/テングサ区

天然貝

18.4（1.23）

170（1.13）

18.2（1.21）

17.8（1.18）

15.0（100）

５
１
６
２
３

●
ｐ
●
●
●

９
９
９
９
７

（）内は天然貝を１としたときの比率

表５餌料海藻の一般成分（％）

項目 乾燥コンブ リポンアオサ乾燥テングサテングサ

水分

粗蛋白質

粗脂肪

粗繊維

粗灰分

その他

70.3

５．１（17.1）

０．３（1.0）

２．１（7.5）

５．１（17.2）

17.1（57.5）

53.8

４．４（9.5）

０．３（0.7）

２．４（5.2）

９．１（19.7）

30.0（64.9）

87.3

２．４（189）

0.2（1.6）

０．３（2.4）

５．０（39.3）

４．８（37.7）

66.4

５．７（170）

0.3（0.9）

２．６（7.7）

６．５（19.3）

185（55.1）

こよる。（）内は乾物換算値。分析は側日本食品分析センタ

藻類のテングサ属やオパクサ属が多く，次いで褐藻類

のシマオオギ属を摂餌していたが，海藻種類別の摂餌

選択性試験では，アオサやシマオオギなどのような柔

らかくて葉状を呈する海藻が好まれることが報告され

ており,u)今回の実験結果と一致した。

前報`)で，餌料価値が高いとされたテングサ（マク

サ）は八丈島で最も生産量が多い海藻であるが，テン

グサそのものの商品価値が高いため，フクトコブシ養

殖用の餌料としてはコストが高くなってしまうことや，

採集するためには潜水作業が必要であること，繁茂す

る季節が春，夏で秋，冬は着生量が減少し，入手が困

難で周年の安定供給が不可能であることなど，餌料海

藻としては問題点が多い。また，乾燥テングサについ

ては，これを給餌したフクトコブシの成長が極めて悪

いことから餌料としては不適と考えられる。今回のテ

ングサ単独投与よりもリポンアオサとテングサ，コン

ブとテングサの交替投与が優れた成長を示しているこ

とから，実用上は，必ずしも餌料海藻がリポンアオサ

やテングサ単独である必要はなく，むしろ，餌料海藻

の供給事'盾に応じて複数種の餌料海藻を投与した方が，

成長効果が期待できると言えよう。今回の実験で好成

績を示したリボンアオサは，飼育水槽内で残餌となっ

た場合でも腐敗することなく，水質への悪影響も少な

いなど，飼育管理上の利点もある。しかし，前述のと

おり，島内での分布は限られており，フクトコブシ養

殖を事業規模で考えた場合，餌料海藻としての供給需

要を満たすことはできない。そこで，今後はアオサ類

の培養技術の開発を検討すべきであろう。

要約

１）1994年８月26曰～1995年６月１日の277曰間，

流水式ＦＲＰ陸上水槽でフクトコブシ稚貝を飼育し，

生テングサ，乾燥テングサ，リポンアオサ，リポンア

オサと生テングサの交替投与，乾燥コンブと生テング

サの交替投与の５種餌料について成長効果を比較した。

２）殻長，体重ともにアオサ区，アオサ／テングサ

区の成長が最も良く殻長成長量は16.6ｍｍ，次いでコ

ンブ/テングサ区，テングサ区，乾燥テングサ区の順

であった。

３）乾燥テングサ区を除く４区について同一殻長で
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6）米山純夫（1998)．フクトコブシ稚貝の成長に餌料と飼

育篭設置方式が与える影響.東京都水産試験場調査研究

報告,210,1-7.

7）浮永久・煙山彰・渡辺武（1986)．アワビ飼料における

蛋白質の至適含量．日本水産学会誌，５２(6)，1005-1012.

8）荻野珍吉・加藤紀子（1964)．アワビの栄養に関する研

究一Ⅱ，蛋白質要求量について．日本水産学会誌，３０

(6)，523-526.

9）浮永久・煙山彰・渡辺武（1985)．アワビ用試験飼料の

基本組成の検討．日本水産学会誌,５１(11)，1825-1833.

10）浮永久・煙山彰・渡辺武（1985)．エゾアワビに対する

数種飼料タンパク質の栄養価．日本水産学会誌，５１(11)，

1835-1839.

11）東京都水産試験場（1970)．４３年度指定調査研究助成事

の体重を天然貝と比較したところ，４区ともに天然

貝よりも重い傾向が認められた。特にアオサ区は天

然貝の1.23～1.30倍であった。
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